
 

 

 

 

 

 

 

 

 

やなせたかしーアンパンマンの勇気       教 頭 尾田 健久 
～伝記を読み、自分の生き方について考えよう～ 5 年生：国語 

 

今年の夏、NHK の朝ドラ「あんぱん」が話題を呼んでいます。

アンパンマンの生みの親・やなせたかしさんとその妻をモデルにし

た人生が描かれ、多くの方がその生き方に心を動かされています。 

今年は戦後 80 年という節目の年です。やなせたかしさんは、若

い頃に戦争を経験し、その苦しみの中で「ほんとうの正義とは何か」

を深く考え続けました。アンパンマンに込められた「困っている人

を助ける勇気」は、戦争の悲しみと向き合った彼の人生から生まれたものです。 

5 年生の国語（光村図書の教材）では伝記に書かれた出来事を整理して、偉人（や

なせさん）の行動や考え方を読み取る学習を行います。単なる人物紹介ではなく、

ここでは、やなせさんが戦争を経験し、正義とは何かを問い続けた背景や、アンパ

ンマンに込めた思いを通して、子どもたちは「自分はどう生きたいか」「人のために

何ができるか」といった問いに向き合います。 授業では、登場人物の言葉や行動を

読み取りながら、友だちとの関わりや日常の中にある “勇気” や “やさしさ” 

を見つけていきます。こうした学びが、子どもたちの心の成長につながることを願

っています。 

今、平和な時代を生きる子どもたちにとって、戦争は遠い過去の出来事かもしれません。しかし、伝記を通し

て「命の大切さ」「人を思いやる心」「自分の生き方を見つめること」の意味を学ぶことは、未来を担う子どもた

ちにとってかけがえのない学びです。学校では、こうした教材を通じて、平和の尊さを静かに、しかし確かに伝

えていきたいと考えています。 

 

＝＝教科書からの抜粋＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 アンパンマンは、それまでのヒーローとはちがっていた。顔がぬれただけで力をなくしてしまうし、かっ

こいい武器も持っていない。でも、困った人や傷ついた人がいると、真っ先にかけつける。そして、

自分の顔を食べさせることで元気をあたえるのだ。それは、たかしが戦争のつらい経験をもとに、正

義や命について考えぬいた末に生み出した主人公だった。けれども、アンパンマンは最初、大人た

ちから評判が悪かった。「顔を食べさせるなんて、ざんこくだ。」というのだ。だが、たかしには、「正義

を行い、人を助けようとしたら、自分も傷つくことをかくごしなければならない。」という信念があった。 

 「自分の食べ物をあげてしまったら、自分がうえるかもしれない。いじめられている人をかばったら、

自分がいじめられるかもしれない。それでも、どうしてもだれかを助けたいと思うとき、本当の勇気がわいてくるんだ。」 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
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健康       思いやり     希望 

教育目標 『こころやさしく けんこうな子 

        みずからかんがえ やりぬく子』 

江別市立野幌小学校 

 令和 7 年 8 月 2７日発行 野幌小学校 ホームページ 

 



土佐和紙『大綱』づくり（7 月 20 日） 

 江別市では、高知県土佐市と友好都市提携を調印

以降、両市の小中学生を相互に派遣し合うことで交

流を深める「小中学生国内交流研修事業」を実施し

ています。（※今年度は本校 5 年生の髙井さんが参

加する予定です。） 

 長年にわたって当該事業が継続され、今年で 30

回目を迎えたことから、この節目を記念して、土佐

和紙を使って野幌市民祭りで行われる大綱祭りの

「子ども用綱」を制作する小中学生参加型の記念行

事が行われました。（小学生は 5 年生以上の児童・参加定員 2 名ということで、）本校からは 5 年生の加

藤さん、6 年生の髙木さんが参加しました。 

 ※テトルにてお知らせしましたように、完成した『大綱』は 7 月 27 日の『えべつ市民まつり in 野幌』

内の『土佐・江別友好大綱まつり』において、子どもたちによる大綱引きに使用されました。 

 

「〇？ ✓？  文化のちがいが教えてくれたこと」 
6 月末、チェコで育った女の子が数週間、本校児童と一緒に過ごしました。お母さんの帰省先である江

別に滞在中、日本の小学校での生活を体験したいという希望から実現した交流です。教室での学びや遊び

を通して、子どもたちは言葉を超えたつながりを感じていました。ある日、個別学習に使った算数のプリ

ントの答え合わせをする時に彼女（望笑：のえみさん）に質問しました。「チェコでも正解には〇つけな

いの？」と・・・実は、チェコをはじめ多くの国では、正解には✓（チェック）をつけるのが一般的。〇

は「間違い」や「注意」（〇で囲み、ここを直してね。）の印とされているのです。以前、別の学校で中国

から転校してきた児童が「全部正しいのに、なんで〇なの！」と怒ってしまったことがありました。 

〇＝正解という感覚は、日本独自（韓国も）のものだったのです。ただ、お母さんが日本人の彼女（望

笑さん）は、“花丸”を知っていましたので〇＝正解を知っていたようです。このような出来事を通して、

子どもたちは「当たり前」が国によって違うことを知ります。記号ひとつにも文化があり、それを知るこ

とで相手の気持ちに寄り添えるようになります。  

「なんで怒ってるの？」ではなく、「もしかして、〇の意味が違うのかな？」と考

える力。これこそが、グローバルな感性の第一歩です。異なる文化に触れる

ことで、子どもたちは自分たちの価値観を見つめ直し、相手を理解しようと

する心を育てます。これからも、学校がそんな出会いの場であり続けられる

よう、私たちも学びを深めていきたいと思います。さらに、そのような学び

は、まず、自分の隣の席の友だちのことを理解することから始まるのです。 

※他にもチェコでは「2×3 は 2・3」、「10÷5 は 10：5」と書くそうです。 

江別市「まちづくりアドバイザー」の 

ヒロ福地さんが応援に駆けつけてくれました。 



ドキドキ橋の修復作業（おやじの会） 
 8 月 9 日（土）、地域の皆さんによる「おやじの会」のご協力のもと、「ド

キドキ橋」が立派で素敵な橋へと生まれ変わりました。暑い中での作業、本

当にありがとうございました。 

今回の修復に使用した木材は、石井さんよりご提供いただいたものです。

しっかりと防腐処理も施しました。これから十数年にわたって児童たちの

安全な森への道を支えてくれることでしょう。 

 

ブランコ使用できます！ 
 春の点検で鎖の留め金部分に劣化が見られたため、安全確保のため使用でき

なかったブランコの交換作業が行われました。夏休み中に修繕作業を完了し、

休み明けより安全に利用できる状態となっております。今後も子どもたちが安

心して遊べる環境づくりに努めてまいります。 

 

◆回転遊具の安全な利用について 

 本校には、近年ではあまり見かけなくなった「回転遊具」が設置されています。子どもたちにとって、

協力しながら遊ぶことのできる貴重な遊具です。 

～使用に当たってのルール～ 

□利用人数は最大 12 人まで。 □遊具を回してよいのは 3 年生以上の児童です。  

□乗っている児童が完全に降りてから次の児童が乗るようにします。 

□走って乗り込んだり、飛び降りたりしないよう指導しています。  

□遊具の下に入らないこと（回転中・停止中問わず）。 

□雨上がりなど、滑りやすい日は使用を控えることがあります。 

 

体育館・職員トイレ完成➡児童トイレ工事開始！ 
児童トイレの完成は 10 月中旬予定です。 

夏の終わり、菜園の恵み 
 

 

 

スイカ 

 

 

ミニトマト   キュウリ    えだまめ   とうもろこし 

《江別市立野幌小学校》 

TEL：382-2151 

（7：30～17：30） 

※上記以外は留守電に切り替わ

ります。 

FAX：382-2152  

※駐停車禁止 区域とします。 

工事車両の旋回・出入口の
ため。 
ご協力お願いいたします。 



 

 

 

 

日 曜 9 月 行 事 予 定 
給   食 

䪳
年 

䪴
年 

䪵
年 

䪶
年 

䪷
年 

䪸
年 

1 月 安全点検 歯磨き指導 3 年生① 4 年食指導⑤ 児童会活動 10 Ｐ）朝のあいさつ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2 火 ４時間授業 給食なし フッ化物 いも収穫② 臨時バス 12：05 × × × × × × 

3 水 (G) 野小タイム 食の指導（３年）④ ※資源回収持ち込み可能 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

4 木 
ALT5 年②3 年③4 年④6 年⑤ かまど作り  

社会見学４年②③（防災ステーション） 特認説明会 P）野小 PR 隊 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

5 金 
野焼き、いも会食 

北海道シェイクアウト 9：25 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

6 土               

7 日              

8 月 野小タイム Ｐ）朝のあいさつ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

9 火 ４時間授業 給食なし フッ化物  臨時バス 12：05 × × × × × × 

10 水   ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

11 木 ALT5 年②3 年③4 年④6 年⑤ 野焼き予備日  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

12 金 （心）５時授業 参観日３ P）草取りボランティア② ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

13 土               

14 日               

15 月 敬老の日             

16 火 （心） クラブ 5 Ｐ）朝のあいさつ  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

17 水 ※資源回収持ち込み可能 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

18 木 ALT5 年②1 年③2 年④6 年⑤ １年レク ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

19 金 (SC) ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

20 土               

21 日               

22 月 ５時間授業  Ｐ）朝のあいさつ  ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

23 火 秋分の日             

24 水 フッ化物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

25 木 宿泊学習１日目 (G ) ALT ２年レク ○ ○ ○ ○ × × 

26 金 宿泊学習２日目 ３年レク ○ ○ ○ ○ × × 

27 土               

28 日               

29 月 クラブ６（反省） Ｐ）朝のあいさつ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

30 火 （心）フッ化物 中学校登校日[６年]⑤⑥（野幌中で解散） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1 水               

（心）（SC）保護者の方で、（心）岡﨑さんや（SC）大西さんと面談を希望される場合は、コーディネーターの直江までご連

絡下さい。 

（Ｇ）ＧＩＧＡスクールサポーターの方が来る日です。 

【年間生活目標】すすんであいさつをする。 

【8・9 月の目標】時間・時刻を守って、行動しよう。 


